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は
じ
め
に

英
国
・
ロ
ン
ド
ン
の
中
心
部
か
ら
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
郊
外
に
、「
ウ
ッ

ド
グ
レ
ン
ジ
・
パ
ー
ク
」（8

PPEHSBOHF�1BSL�$
FN
FUFSZ

）
と
い
う
墓
地

が
あ
り
、
そ
の
中
に
一
基
の
墓
が
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
る
。
墓
碑
に
は

.
JTT�.

��.
D-FBO

と
名
が
記
さ
れ
、ま
た
命
日
は
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
年
）

九
月
一
三
日
と
刻
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
か
ら
一
世
紀
以
上
の
時
が
経
過
す
る
う

ち
に
、
誰
も
墓
参
す
る
こ
と
の
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
墓
で
あ
る
。

同
墓
地
の
管
理
人
は
、
好
意
で
こ
の
無
縁
墓
を
自
主
的
に
清
掃
し
、
手
入
れ
し

て
き
た
。
し
か
し
現
地
の
法
律
に
お
い
て
、
無
縁
墓
は
墓
地
の
管
理
者
の
裁
量
で

撤
去
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
事
の
次
第
に
よ
っ
て
は
将
来
撤
去
に
至
る
可

能
性
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
墓
が
あ
る
の
は
近
年
宗
教
系
の
団
体
が
敷
地
を

買
収
し
て
い
た
一
角
で
も
あ
り
、
そ
う
し
た
区
域
に
あ
る
無
縁
墓
は
、
ク
レ
ー
ム

の
対
象
に
な
り
か
ね
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
「
マ
ク
リ
ー
ン
」
氏
の
無
縁
墓
に
対
す
る
措
置
の
検
討
が
迫
ら
れ

て
い
た
状
況
の
も
と
で
、
管
理
人
は
同
墓
に
「
大
日
本
帝
国
海
軍
の
士
官
及
び

水
兵
に
よ
っ
て
建
立
（FSFDUFE�CZ�PGpDFST�BOE�TBJMPST�PG�UIF�*N

QFSJBM�

+BQBOFTF�/
BWZ

）」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
こ
れ
が
日
本
に
ゆ
か
り
の

あ
る
墓
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
在
英
国
日
本
大
使
館
に
対
し
て
情
報

提
供
を
行
っ
た
の
が
、
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
九
月
末
の
こ
と
で
あ
る
。

情
報
提
供
を
受
け
た
在
英
国
日
本
大
使
館
で
は
、
墓
に
書
か
れ
た
情
報
と
墓
地

の
管
理
人
が
独
自
に
調
査
し
た
新
聞
記
事
か
ら
、
マ
ク
リ
ー
ン
女
史
に
関
す
る
わ

ず
か
な
情
報
を
得
る
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、
対
応
方
針
を
検
討
す
る
に
足
る
材

料
に
は
乏
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
在
英
国
大
使
館
が
マ
ク
リ
ー
ン
女
史
に
関
す
る

さ
ら
な
る
手
が
か
り
を
求
め
て
外
交
史
料
館
に
対
し
て
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
た
の

は
、
翌
令
和
二
年
一
〇
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一

マ
ク
リ
ー
ン
女
史
叙
勲
の
経
緯

在
英
大
使
館
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
及
び
写
真
（
後
掲
）
を
見
る
と
、
確
か
に

命
日
は
一
九
〇
四
年
九
月
一
三
日
で
あ
り
、
墓
の
土
台
部
分
に
「
宝
冠
六
等
マ
ク

リ
ー
ン
女
史
墓
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
所
蔵
史
料
を
調
査
し
た
結

果
、
マ
ク
リ
ー
ン
へ
の
叙
勲
に
関
す
る
文
書
を
、
外
務
省
記
録
「
外
国
人
叙
勲
関

係

英
国
之
部
」
第
六
巻
（���������

）
か
ら
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
同

記
録
か
ら
判
明
し
た
叙
勲
の
経
緯
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

活
動
報
告明

治
期
日
英
交
流
の
一
断
片
―
「
日
本
水
兵
の
母
」
の
墓
を
め
ぐ
っ
て
―
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明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年

九
月
二
九
日

在
英
国
大
使
館
付
玉
利
親
賢
海
軍
武
官
よ
り
林
董
駐
英
公
使
に

対
し
て
、
マ
ク
リ
ー
ン
の
叙
勲
推
薦
書
が
提
出
さ
れ
た
。

一
〇
月
九
日

林
董
駐
英
公
使
か
ら
小
村
寿
太
郎
外
相
に
宛
て
て
マ
ク
リ
ー
ン

の
叙
勲
申
し
立
て
が
あ
っ
た
。

一
一
月
二
二
日

内
閣
賞
勲
局
か
ら
外
務
省
に
対
し
て
、
同
局
内
で
は
叙
勲
に

対
し
異
存
な
き
旨
を
内
報
し
た
。

一
一
月
二
七
日

小
村
外
相
よ
り
山
本
権
兵
衛
海
軍
大
臣
に
宛
て
て
、
マ
ク

リ
ー
ン
の
叙
勲
に
異
存
が
な
い
か
を
確
認
。
翌
二
八
日
、
海
軍
省
か
ら
叙
勲
に

同
意
す
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

一
二
月
三
日

小
村
外
相
よ
り
桂
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
、
マ
ク
リ
ー

ン
の
叙
勲
を
上
奏
。

（
な
お
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
「
叙
勲
裁
可
書
」
に
も
記
録
が
残
っ
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
る
と
マ
ク
リ
ー
ン
の
叙
勲
は
明
治
三
五
年
一
二
月
一
一
日
に
内
閣
か

ら
裁
可
さ
れ
た）

�
（

。）

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
年

三
月
二
一
日

小
村
外
相
よ
り
山
本
海
軍
大
臣
に
宛
て
て
、
マ
ク
リ
ー
ン
の
叙

勲
決
定
を
通
報
。

三
月
二
六
日

小
村
外
相
よ
り
林
駐
英
公
使
に
対
し
て
、
マ
ク
リ
ー
ン
に
対
す

る
勲
章
送
付
の
通
知
と
手
交
の
訓
令
。

五
月
二
九
日

林
駐
英
公
使
よ
り
勲
章
受
領
の
通
報
。

七
月
一
〇
日

小
村
外
相
よ
り
林
駐
英
公
使
に
対
し
て
、
勲
記
送
付
の
通
知
。

八
月
一
五
日

林
駐
英
公
使
よ
り
、マ
ク
リ
ー
ン
本
人
へ
の
勲
記
伝
達
を
報
告
。

（
な
お
、
こ
れ
以
前
の
記
録
は
マ
ク
リ
ー
ン
の
名
を
「
エ
ム
・
マ
ク
リ
ー
ン
」

ま
た
は
単
に
「
マ
ク
リ
ー
ン
」
と
称
し
て
お
り
、
八
月
十
五
日
付
の
勲
記
伝
達

の
文
書
に
お
い
て
よ
う
や
く
、「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
マ
ク
リ
ー
ン
」
と
、
フ
ァ
ー

ス
ト
ネ
ー
ム
も
含
め
て
表
記
さ
れ
る
。）

外
務
省
記
録
に
収
録
さ
れ
た
マ
ク
リ
ー
ン
女
史
の
叙
勲
申
立
書
（
右
記
の
明
治

三
五
年
一
〇
月
九
日
付
文
書
）
に
は
、
玉
利
駐
英
海
軍
武
官
に
よ
る
推
薦
の
上
申

書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
玉
利
武
官
は
、
英
国
に
来
航
し
た
日
本
海
軍
艦

船
の
乗
組
員
が
い
か
に
し
て
マ
ク
リ
ー
ン
の
世
話
を
受
け
た
か
を
述
べ
て
い
る
。

そ
の
口
上
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

マ
ク
リ
ー
ン
女
史
ノ
為
メ
ニ
相
当
ノ
表
彰
御
詮
議
相
成
度
義
ニ
付
上
申

吾
ガ
海
軍
上
下
ヲ
通
シ
テ
苟
ク
モ
一
タ
ヒ
英
国
ニ
渡
航
セ
ル
モ
ノ
誰
カ
ハ
マ
ク

リ
ー
ン
女
史
ノ
名
ヲ
知
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヘ
キ
思
フ
ニ
女
史
ノ
名
今
ハ
弘
ク
喧
伝

セ
ラ
レ
テ
好
シ
ヤ
身
当
国
ニ
来
リ
親
シ
ク
女
史
ノ
温
容
ニ
接
セ
ズ
ト
雖
モ
恐
ク
ハ

其
名
ヲ
聞
ヒ
テ
其
人
ヲ
想
思
セ
サ
ル
モ
ノ
ア
ラ
サ
ル
ベ
シ
蓋
シ
女
史
ガ
外
国
ニ
於

テ
製
造
セ
ル
吾
々
軍
艦
水
雷
艇
駆
逐
艦
回
航
ノ
為
メ
渡
英
セ
ル
幾
多
下
士
卒
ノ
為

メ
ニ
尽
セ
ル
親
切
ハ
実
ニ
能
ク
筆
紙
ノ
及
フ
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
現
ニ
頃
日
英
皇
戴
冠

式
参
列
ノ
為
メ
来
航
セ
ル
浅
間
高
砂
ノ
二
艦
ニ
対
シ
テ
モ
敢
テ
前
後
厚
薄
ノ
差
ナ

ク
東
奔
西
走
洽
ク
女
史
カ
施
セ
ル
同
情
ノ
念
ハ
上
司
令
官
ヲ
始
メ
ト
シ
下
一
卒
ニ

至
ル
迄
必
ス
ヤ
深
ク
感
謝
ノ
意
ヲ
表
セ
ラ
レ
タ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
其
身
矍
鑠
ナ
リ
ト
雖
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モ
齢
既
ニ
古
稀
車
馬
駱
駅
看
摩
殻
撃
ノ
倫
敦
市
中
自
ラ
率
先
徒
歩
ニ
テ
数
百
ノ
下

士
卒
ヲ
案
内
ス
ル
カ
如
キ
或
ハ
数
百
哩
ヲ
遠
シ
ト
セ
ス
シ
テ
北
ハ
新
城
グ
ラ
ス

ゴ
ー
西
ハ
プ
リ
マ
ス
或
ハ
ポ
ー
ツ
マ
ス
、
シ
ヤ
ネ
ス
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
何
レ
ノ
時

何
レ
ノ
場
所
ヲ
問
ハ
ス
苟
モ
吾
カ
軍
艦
ノ
碇
泊
シ
テ
下
士
卒
ノ
集
合
ス
ル
ア
ル
ヤ

到
ル
処
未
タ
嘗
テ
女
史
ノ
足
跡
ヲ
見
サ
ル
ナ
シ

其
他
吾
カ
海
軍
下
士
卒
ノ
行
為
倹
譲
ニ
シ
テ
訓
練
ア
ル
其
愛
国
至
誠
ノ
熱
情
ニ
対

シ
テ
ハ
自
著
ノ
書
籍
雑
誌
ノ
寄
書
ニ
屡
々
之
レ
ヲ
賞
揚
紹
介
ス
ル
カ
如
キ
将
タ
又

女
史
往
年
其
居
ヲ
移
シ
テ
今
現
ニ
市
外
チ
ル
ベ
リ
ー
ニ
住
ス
曰
ク
是
レ
日
本
郵
船

会
社
汽
船
ノ
入
着
港
ニ
シ
テ
吾
ガ
兵
員
ノ
為
メ
相
互
便
益
大
ナ
ル
カ
為
メ
ナ
リ
ト

其
居
ル
処
ヲ
称
シ
テ
日
本
基
督
教
会
（+BQBOFTF�$

ISJTUJBO�*OTUJUVUF

）
ト

云
フ
以
上
数
ヘ
来
ル
処
皆
是
レ
豈
ニ
吾
カ
帝
国
ニ
対
ス
ル
同
情
ノ
念
極
メ
テ
深
厚

ナ
ル
ト
共
ニ
博
愛
慈
善
ノ
為
メ
ニ
ハ
ア
ラ
ユ
ル
総
テ
ヲ
犠
牲
ニ
ス
ル
ノ
熱
心
タ
ル

ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
焉
ン
ソ
能
ク
此
ノ
如
ク
ナ
ル
ヲ
得
ヘ
キ
女
史
自
ラ
日
本
水
兵
ノ
親

友
（+BQBOFTF�4PMEJFST�'SJFOE

）
ヲ
以
テ
任
シ
幾
万
吾
カ
海
軍
ノ
下
士
卒
ハ

女
史
ヲ
呼
フ
ニ
其
名
ヲ
言
ハ
ズ
シ
テ
慈
愛
ナ
ル
母
（%

FBS�.
PUIFS

）
ト
云
フ
慈

愛
ナ
ル
母
日
本
水
兵
ノ
親
友
霊
声
ノ
通
ス
ル
処
此
二
語
ハ
以
テ
千
万
言
其
功
徳
ヲ

表
彰
ス
ル
ニ
優
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
信
ス
別
紙
時
事
新
報
紙
上
Ｊ
．
Ｋ
．
生
遣
英
艦
航

海
記
水
兵
ノ
母
ナ
ル
記
事
及
日
本
ニ
水
兵
ノ
母
ナ
キ
ヤ
ノ
社
説
ハ
共
ニ
能
ク
其
意

ヲ
尽
シ
テ
頗
ル
同
感
ニ
堪
ヘ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
茲
ニ
併
セ
テ
高
覧
ニ
供
ス
ル
所
以
ナ

リ
女
史
カ
道
心
堅
固
ナ
ル
基
督
信
者
タ
ル
ハ
敢
テ
疑
ヲ
容
レ
サ
ル
処
ナ
リ
ト
雖
モ

其
言
動
ニ
徴
ス
ル
ニ
一
種
普
通
ノ
所
謂
基
督
信
者
ト
其
趣
ヲ
異
ニ
セ
ル
モ
ノ
ア
リ

女
史
ノ
吾
カ
海
軍
下
士
卒
ニ
対
ス
ル
躬
行
実
践
極
メ
テ
広
キ
意
味
ニ
於
テ
慈
善
親

切
ノ
間
ニ
他
ヲ
高
尚
融
化
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
ア
ル
ガ
如
シ
蓋
シ
女
史
ノ
為
ス
処
ハ
唯

一
点
麗
ハ
シ
キ
慈
愛
ノ
信
念
ヨ
ク
湧
出
ス
ル
顕
象
ニ
過
キ
ス
シ
テ
敢
テ
之
レ
ヲ
以

テ
世
ニ
誇
リ
人
ニ
称
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
ル
カ
如
キ
固
ヨ
リ
其
真
意
ニ
非
サ
ル
ベ
シ
然

リ
然
レ
ト
モ
女
史
カ
多
年
一
日
独
リ
吾
カ
海
軍
下
士
卒
ノ
為
メ
ニ
尽
瘁
ス
ル
此
ノ

如
ク
吾
カ
下
士
卒
カ
之
レ
ニ
依
リ
受
ク
ル
処
ノ
便
宜
ト
智
識
此
ノ
如
ク
大
ナ
ル
ヲ

思
フ
ニ
至
リ
テ
ハ
之
レ
ニ
対
シ
テ
適
宜
謝
意
ヲ
表
ス
ル
ノ
極
メ
テ
穏
当
ナ
ル
ヲ
覚

エ
曩
キ
ニ
吾
カ
水
交
社
長
ノ
名
義
ヲ
以
テ
襟
飾
及
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
ヲ
贈
呈
セ
ラ
レ

タ
ル
コ
ト
ア
リ
而
カ
モ
女
史
直
ニ
之
レ
ヲ
実
用
ニ
供
セ
ス
宛
然
一
個
ノ
紀
念
章
ト

シ
テ
毎
ニ
之
レ
ヲ
胸
間
ニ
挟
ミ
自
ラ
称
シ
テ
是
レ
無
上
ノ
光
栄
ナ
リ
ト
嗚
呼
女
史

ノ
熱
誠
真
事
夫
レ
此
ノ
如
シ
願
ク
ハ
篤
ト
御
詮
議
ノ
上
適
宜
ノ
方
法
ヲ
以
テ
女
史

積
年
ノ
功
労
ヲ
表
彰
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
希
望
ニ
堪
ヘ
ス
而
シ
テ
之
レ
ヲ
ナ
ス
ノ
方
法

ニ
至
リ
テ
ハ
頗
ル
多
々
ナ
ル
ヘ
シ
ト
雖
モ
若
シ
夫
レ
幸
ニ
シ
テ
以
上
女
史
カ
帝
国

ノ
為
メ
ニ
尽
力
セ
ル
功
果
ノ

天
聴
ニ
達
ス
ル
ヲ
得
テ
賜
フ
ニ
宝
冠
章
ヲ
以
テ
セ

ラ
レ
要
路
ノ
高
官
ヨ
リ
之
レ
ニ
対
ス
ル
ノ
謝
辞
ヲ
贈
ラ
ル
ル
カ
如
キ
ア
ラ
ハ
是
レ

極
メ
テ
高
尚
ナ
ル
モ
ノ
ト
認
ム

右
謹
テ
上
申
仕
候
也

明
治
三
十
五
年
九
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　

英
国
公
使
館
附
武
官

　
　
　
　
　
　
　
　

海
軍
大
佐

玉
利
親
賢
（
印
）

特
命
全
権
公
使
子
爵

林
董
殿

す
な
わ
ち
、
一
度
で
も
英
国
に
渡
航
し
た
こ
と
が
あ
る
日
本
の
海
軍
軍
人
な
ら
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ば
全
員
が
マ
ク
リ
ー
ン
女
史
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
ほ
ど
に
、
そ
の
名
前

は
海
軍
内
に
広
ま
っ
て
い
た
。
英
国
で
多
数
の
水
兵
に
示
し
た
親
切
は
筆
舌
に
尽

く
し
が
た
く
、
特
に
、
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
戴
冠
式
参
列
の
た
め
到
着
し
た
浅
間
・

高
砂
の
二
つ
の
軍
艦
に
対
し
て
彼
女
が
与
え
た
便
宜
に
は
、
乗
組
員
の
全
員
が
感

謝
し
た
と
い
う
。
マ
ク
リ
ー
ン
は
当
時
す
で
に
七
〇
歳
を
超
え
て
い
な
が
ら
、
交

通
量
の
多
い
ロ
ン
ド
ン
を
自
ら
数
百
の
水
兵
を
率
い
て
何
マ
イ
ル
も
歩
い
て
案
内

し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

マ
ク
リ
ー
ン
は
し
ば
し
ば
自
著
や
雑
誌
に
、
日
本
水
兵
の
謙
譲
や
愛
国
心
を
賞

賛
す
る
文
章
を
書
い
て
紹
介
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
水
兵
の
支
援
に
便
利
だ
と
の

理
由
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
ロ
ン
ド
ン
市
外
の
テ
ィ
ル
ベ
リ
ー
に
住
居
を
移
し
た
。
そ

し
て
自
ら
を
「+BQBOFTF�4PMEJFST`�'SJFOE
」
と
称
し
、
日
本
海
軍
の
水
兵
た

ち
は
彼
女
を
「%

FBS�.
PUIFS

」
と
呼
ん
で
い
た
。

玉
利
武
官
が
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
マ
ク
リ
ー
ン
は
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
あ
っ
た
が
、
日
本
水
兵
に
対
す
る
親
切
心
は
た
だ
慈
愛
の
信
念
か
ら
湧
き
出

た
も
の
に
違
い
な
く
、
社
会
に
誇
り
た
い
と
か
人
に
褒
め
ら
れ
た
い
と
か
い
っ
た

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
無
私
の
奉
仕
者
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
何
年
も
の

間
日
本
水
兵
の
た
め
に
尽
く
し
た
こ
と
と
、
水
兵
た
ち
が
受
け
た
便
宜
の
大
き
さ

に
対
し
て
感
謝
を
示
す
こ
と
が
必
要
だ
と
主
張
す
る
。
水
交
社
か
ら
襟
飾
り
と
カ

フ
ス
ボ
タ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
マ
ク
リ
ー
ン
が
そ
れ
ら
を
最
高
の
栄
誉
と
し

て
胸
に
飾
っ
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
玉
利
武
官
の
推
薦
状
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
時
事
新
報
紙
上
Ｊ
．
Ｋ
．

生
遣
英
艦
航
海
記
水
兵
ノ
母
ナ
ル
記
事
及
日
本
ニ
水
兵
ノ
母
ナ
キ
ヤ
ノ
社
説
」も
、

推
薦
状
の
別
紙
と
し
て
外
務
省
記
録
に
綴
ら
れ
て
お
り
、
マ
ク
リ
ー
ン
の
経
歴
を

知
る
手
が
か
り
と
な
る
（
後
述
）。

叙
勲
の
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
背
景
と
し
て
、
当
時
の
在
英
国
大
使
館

に
お
い
て
公
使
と
武
官
と
の
関
係
が
極
め
て
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
も
一
つ
の
要
因

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）

�
（

。
と
り
わ
け
玉
利
武
官
は
林
駐
英
公
使
か
ら
の
信
頼
が

篤
か
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
史
料
に
も
あ
る
と
お
り
、
林
公
使
自
身
も
マ
ク

リ
ー
ン
女
史
の
功
績
に
つ
い
て
確
認
し
、
よ
く
認
識
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
日
英

同
盟
に
よ
る
日
英
親
善
気
運
と
、
日
露
両
国
の
開
戦
ム
ー
ド
が
刻
一
刻
と
高
ま
る

情
勢
に
お
い
て
、
海
軍
の
士
気
向
上
や
英
国
で
の
軍
艦
碇
泊
地
で
の
慰
安
は
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
マ
ク
リ
ー
ン
女
史
の
献
身
が
大
き
く
裨
益
し
た
と
思
わ
れ
る
。

二
「
日
本
水
兵
の
母
」
像
の
形
成

明
治
期
日
本
海
軍
の
人
士
に
慕
わ
れ
て
叙
勲
に
ま
で
至
っ
た
マ
ク
リ
ー
ン
女
史

と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
人
生
の
全
貌
を
伝
記
的
に
語
る
ま
で

の
材
料
は
な
い
が
、
女
史
が
日
本
水
兵
に
寄
せ
た
厚
誼
に
関
連
し
た
逸
話
を
、
日

本
の
文
献
の
各
所
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
で
は
、
新
聞
や
書
籍
で
の

言
及
を
中
心
に
、
日
本
と
マ
ク
リ
ー
ン
と
の
関
わ
り
や
、
日
本
で
マ
ク
リ
ー
ン
が

ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
か
を
瞥
見
し
、「
日
本
水
兵
の
母
」
像
が
ど
の
よ
う
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
か
を
追
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
先
述
の
叙
勲
関
係
外
務
省
記
録
に
収
録
さ
れ
て
い
る
玉
利
武
官
推
薦
状
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に
付
属
し
た
『
時
事
新
報
』
と
『
日
本
新
聞
』
に
は
、
水
兵
の
支
援
を
開
始
す
る

以
前
の
マ
ク
リ
ー
ン
と
日
本
と
の
関
わ
り
を
示
す
若
干
の
記
述
が
あ
る
。

『
時
事
新
報
』
の
記
事
は
、
マ
ク
リ
ー
ン
女
史
が
明
治
の
初
年
よ
り
日
本
に
滞

在
し
た
が
、
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
海
軍
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
を
有
す
る
よ
う
に

な
っ
た
か
を
知
る
者
は
稀
だ
と
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

『
日
本
新
聞
』
の
記
事
で
、
時
事
新
報
の
不
明
部
分
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

同
記
事
に
よ
れ
ば
、
マ
ク
リ
ー
ン
は
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
日
本
へ
と
渡
航

し
、
九
年
後
に
帰
英
し
た
。
来
日
す
る
以
前
は
中
国
大
陸
に
滞
在
し
て
い
た
が
、

言
葉
が
不
便
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
中
国
で
病
気
に
罹
っ
た
こ
と
か
ら
日
本
に
転
じ

た
。
そ
の
際
に
、
日
本
の
温
和
な
気
候
と
清
浄
な
空
気
の
た
め
に
健
康
を
回
復
で

き
た
こ
と
で
、
日
本
に
は
恩
義
が
あ
る
と
述
べ
た
と
い
う
。
記
者
は
こ
う
し
た
経

緯
が
日
本
人
を
愛
す
る
動
機
に
な
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。同
記
事
の
執
筆
当
時
、

マ
ク
リ
ー
ン
は
最
晩
年
で
あ
っ
た
が
、
再
度
日
本
に
渡
航
し
て
横
須
賀
や
佐
世
保

な
ど
の
軍
港
を
め
ぐ
り
、
許
多
の
水
兵
に
会
う
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
と
い
う
。

マ
ク
リ
ー
ン
が
日
本
水
兵
を
対
象
と
し
て
支
援
を
始
め
る
決
定
的
な
き
っ
か
け

は
充
分
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
こ
の
時
期
、
ロ
ン
ド
ン
に
お

け
る
日
本
人
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
萌
芽
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す

る
。
そ
の
端
緒
は
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
の
日
本
郵
船
に
よ
る
欧
州
航
路
設

立
で
あ
り
、
設
立
当
初
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
日
本
人
船
員
へ
の
配
慮
が
行
わ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
日
本
人
船
員
の
世
話
係
と
し
て
、
か
つ
て
日
本
で

宣
教
師
を
し
て
い
た
経
緯
か
ら
マ
ク
リ
ー
ン
が
そ
の
役
割
を
担
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
日
本
郵
船
の
船
が
到
着
す
る
と
、
マ
ク
リ
ー
ン
は
チ
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
の
船
員
宿

舎
で
多
く
の
時
間
を
過
ご
し
た
と
い
う
。
な
お
、
一
八
九
八
年
頃
か
ら
は
、
故
郷

を
離
れ
た
人
々
に
精
神
的
な
安
ら
ぎ
を
与
え
、
キ
リ
ス
ト
教
を
広
め
る
た
め
に
、

宣
教
団
体
に
よ
っ
て
日
本
船
員
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
エ
ド

ワ
ー
ド
・
ビ
ッ
カ
ー
ス
テ
ス
夫
人
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
日
本
郵
船
の
初
代
ロ
ン

ド
ン
支
店
長
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
船
長
や
、
日
本
の
旅
行
記
で
知
ら
れ
る
イ
ザ

ベ
ラ
・
バ
ー
ド
も
ク
ラ
ブ
設
立
の
支
援
者
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
と
い
う）

�
（

。

「
日
本
水
兵
の
母
」
は
、
当
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
時
折
採
り
上
げ
ら
れ
る

素
材
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
新
聞
に
は
他
に
も
マ
ク
リ
ー
ン
の
動
向
を
伝
え
る

記
事
が
点
在
す
る
。
例
え
ば
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
九
月
七
日
の
『
大

阪
朝
日
新
聞
』
に
は
、「
日
本
海
兵
の
母
…
英
の
マ
ク
リ
ー
ン
嬢
」
と
題
し
て
、

日
本
海
員
掖
済
会
総
裁
の
有
栖
宮
か
ら
有
功
賞
を
受
け
た
こ
と
に
対
し
、
マ
ク

リ
ー
ン
か
ら
の
感
謝
状
が
送
付
さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、

一
九
〇
四
年
八
月
八
日
の
『
日
本
新
聞
』
に
は
「
日
本
水
兵
の
母
危
篤
」
と
題
し

て
、
マ
ク
リ
ー
ン
が
危
篤
に
陥
っ
た
と
の
記
事
も
み
ら
れ
る）

�
（

。

マ
ク
リ
ー
ン
女
史
が
日
本
水
兵
た
ち
に
与
え
た
便
宜
の
全
て
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
特
に
人
々
に
印
象
を
残
し
た
の
は
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
七
月
に
軍

艦
高
砂
及
び
浅
間
が
英
国
に
立
ち
寄
っ
た
際
の
熱
心
な
案
内
ぶ
り
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
先
の
玉
利
武
官
の
推
薦
状
を
は
じ
め
と
し
て
、
残
さ
れ
た
史
料
の
ほ
と
ん

ど
に
そ
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
海
軍
内
で
は
語
り
草
に
な
っ
て
い
た

と
見
受
け
ら
れ
る
。
浅
間
、
高
砂
両
艦
は
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
の
戴
冠
式
に
あ
た
っ

て
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
、
外
務
省
記
録
に
も
多
く
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る）

�
（

。
ま

た
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
史
料
に
あ
る
、
明
治
三
五
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年
八
月
に
提
出
さ
れ
た
軍
艦
浅
間
の
英
国
回
航
記
事
に
も
マ
ク
リ
ー
ン
の
名
前
が

記
録
さ
れ
て
い
る）

�
（

。

小
笠
原
長
生
述『
日
露
戦
争
軍
事
談
片
』（
一
九
〇
五
年
／
明
治
三
八
年
）に「
日

本
水
兵
の
母
マ
ク
レ
ン
女
史
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
マ
ク
リ
ー
ン
の
功
績
が
詳

細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
日
本
水
兵
の
母
と
し
て
の
マ
ク
リ
ー
ン
の

存
在
を
象
徴
的
に
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
含
ま
れ
て
い
る
。
日
露
戦
争
に
お
け
る
第

三
回
の
旅
順
港
閉
塞
作
戦
の
際
、
残
念
な
が
ら
兵
員
に
多
数
の
戦
死
者
を
出
し
た

が
、
そ
の
う
ち
の
一
人
の
遺
体
の
着
衣
か
ら
、
マ
ク
リ
ー
ン
女
史
が
贈
っ
た
花
形

に
訓
戒
の
言
葉
を
書
き
連
ね
た
飾
り
物
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
当
時
の

状
況
を
記
し
た
手
紙
に
同
封
し
て
艦
船
千
代
田
の
艦
長
か
ら
マ
ク
リ
ー
ン
に
送
っ

た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
手
紙
が
届
く
前
に
、
マ
ク
リ
ー
ン
は
世
を
去
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
小
笠
原
長
生
は
、
他
の
い
く
つ
か
の
著
作
で
も
マ
ク
リ
ー
ン
女
史
に
つ

い
て
触
れ
て
い
る）

�
（

。

ま
た
、
マ
ク
リ
ー
ン
の
行
い
は
、
倫
理
訓
話
や
女
子
の
修
養
の
模
範
と
し
て
採

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
早
く
は
先
の
『
時
事
新
報
』
の
記
事
に
お
い
て

「
自
今
東
洋
の
海
軍
国
た
ら
ん
と
す
る
日
本
に
所
謂
水
兵
の
母
た
る
一
個
の
マ
グ

（
マ
マ
）

レ
ー
ン
嬢
を
見
出
す
を
得
ざ
る
誠
に
痛
嘆
の
極
に
非
ず
や
」
と
結
ん
で
い
る
こ
と

は
、
日
本
人
女
性
の
倫
理
観
と
比
較
し
て
、
模
範
と
す
る
意
図
が
み
え
る
。

も
っ
と
も
、
マ
ク
リ
ー
ン
女
史
の
行
為
が
道
徳
的
な
模
範
と
な
る
の
は
も
っ

ぱ
ら
彼
女
の
死
後
数
年
経
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
例
え
ば
下
田
次
郎
『
新
女
訓
』

（
一
九
〇
六
年
／
明
治
三
九
年
）、
中
澤
忠
太
郎
『
家
庭
教
育

女
子
の
修
養
』

（
一
九
〇
七
年
／
明
治
四
〇
年
）な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。後
者
に
お
い
て
は「
日

本
水
兵
の
慈
母
と
称
せ
ら
れ
た
る
、
英
国
の
老
嬢
、
マ
ク
レ
ー
ン
氏
（
先
年
死
去

せ
ら
れ
た
る
人
）
は
、
女
子
に
は
愛
情
と
、
熱
情
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
て
、
自

ら
率
先
し
て
、
自
家
自
国
の
者
の
み
か
、
外
国
人
ま
で
を
も
愛
護
し
た
人
で
あ
る
」

（
傍
線
原
文
）と
し
て
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。中
島
徳
蔵『
実
践
倫
理
講
話
』（
一
九
一
〇

年
／
明
治
四
三
年
）
に
も
、
日
本
人
が
名
誉
心
で
す
る
善
行
を
外
国
人
が
愛
で
行

う
と
い
う
事
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
マ
ク
リ
ー
ン
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
著

は
マ
ク
リ
ー
ン
の
行
動
に
つ
い
て
、「
心
か
ら
日
本
水
兵
の
為
め
に
尽
し
、
水
兵

が
行
く
こ
と
が
前
以
て
分
る
と
、埠
頭
へ
迎
に
来
る
、宿
所
へ
連
れ
て
行
く
、所
々

の
案
内
を
す
る
、
病
気
に
罹
れ
ば
看
病
も
す
る
、
慰
め
て
も
呉
れ
る
。
其
れ
は
其

れ
は
隅
か
ら
隅
ま
で
届
い
た
世
話
の
仕
方
で
あ
る
と
い
ふ
」
と
、
そ
の
徹
底
ぶ
り

を
評
価
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
マ
ク
リ
ー
ン
は
、
海
軍
内
で
の
評
判
を
超
え
て
、「
水
兵
の
母
」

と
し
て
自
国
人
と
外
国
人
と
を
分
け
隔
て
な
く
愛
し
た
同
時
代
の
模
範
的
偉
人
と

し
て
の
評
価
を
受
け
、
そ
の
生
き
様
が
倫
理
修
養
の
教
材
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

も
う
ひ
と
つ
逸
話
を
紹
介
し
て
お
く
。
熊
本
洋
学
校
、
同
志
社
英
学
校
を
経
て

牧
師
と
し
て
活
動
し
て
い
た
原
田
助
は
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
の
滞
英
中

に
マ
ク
リ
ー
ン
女
史
と
交
流
が
あ
っ
た
。
原
田
は
、
マ
ク
リ
ー
ン
と
と
も
に
テ
ィ

ル
ベ
リ
ー
の
海
員
病
院
に
日
本
水
夫
を
見
舞
っ
た
際
、
そ
の
若
い
水
夫
が
マ
ク

リ
ー
ン
に
向
か
っ
て
「
お
っ
か
さ
ん
」
と
言
い
な
が
ら
落
涙
し
た
の
を
見
て
、
マ

ク
リ
ー
ン
が
い
か
に
日
本
の
海
員
に
愛
さ
れ
て
い
た
か
を
知
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

は
マ
ク
リ
ー
ン
女
史
を
め
ぐ
る
も
っ
と
も
感
動
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ひ
と
つ
だ
と
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思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
続
け
て
、
原
田
は
マ
ク
リ
ー
ン
が
日
露
戦
争
の
開
始

後
に
日
本
の
水
兵
に
向
け
て
送
っ
た
以
下
の
よ
う
な
書
簡
を
紹
介
し
て
い
る）

�
（

。

現
役
に
在
る
三
万
の
ス
イ
ヘ
イ
へ

遠
く
朝
鮮
、
満
洲
、
支
那
に
在
る
我
が
愛
す
る
小

（
マ
マ
）供

等
よ
。
我
が
心
は
日
々
汝

を
慕
ひ
、
我
は
精
神
に
於
て
汝
等
の
中
に
住
む
、
戦
争
は
残
酷
な
る
も
の
に
し
て

吾
人
が
愛
し
て
日
々
善
な
れ
か
し
と
祈
る
人
々
の
尊
き
生
霊
を
惜
気
も
無
く
奪
去

る
も
の
な
り
、
日
本
に
漫
遊
せ
よ
と
い
ふ
親
切
な
る
汝
が
招
待
を
受
け
し
以
来
、

我
は
激
動
を
覚
え
ぬ
、
未
だ
汝
等
に
手
紙
を
出
す
に
は
至
ら
ざ
り
し
か
ど
、
我
は

倫
敦
駐
在
海
軍
武
官
を
経
て
汝
が
親
切
を
容
諾
し
、
英
国
各
島
内
到
る
処
に
幾
多

の
心
と
手
と
を
動
か
し
て
我
が
愛
す
る
小

（
マ
マ
）供

の
為
め
に
祈
り
、
且
つ
我
を
扶
け

て
日
本
に
対
す
る
吾
人
が
愛
を
物
質
的
の
形
を
以
て
表
顕
す
る
に
於
て
、
上
帝
が

善
し
と
見
給
ふ
可
き
準
備
を
な
す
こ
と
ゝ
な
れ
り
、
我
は
富
ま
ず
と
雖
も
、
然
れ

ど
も
幾
百
の
友
は
日
本
に
対
す
る
我
が
主
義
労
働
を
愛
し
、
且
つ
嘆
称
す
る
が
故

に
、
我
は
恰
も
部
下
に
命
令
を
発
す
る
提
督
の
如
し
、
何
と
な
れ
ば
彼
等
は
凡
て

美
し
き
袋
を
縫
ひ
以
て
我
を
扶
く
る
こ
と
を
好
み
、
又
此
外
幾
多
の
友
も
此
の
紀

念
旅
行
の
紀
念
と
し
て
美
し
く
綴
れ
る
書
物
を
我
に
贈
れ
り
。

我
は
未
だ
汝
の
如
き
親
切
を
知
ら
ず
、
我
が
友
は
汝
の
為
せ
る
手
配
を
聞
く
度

に
驚
き
て
嘆
賞
せ
ざ
る
も
の
無
し
、
勿
論
今
日
は
斯
く
の
如
き
こ
と
を
語
る
可
き

に
非
ず
我
は
目
下
此
の
こ
と
並
に
日
本
に
就
き
大
に
筆
を
執
り
つ
ゝ
あ
り
、
遠
か

ら
ず
世
間
に
発
表
せ
ら
る
可
し
。

全
英
国
は
日
本
に
対
し
同
情
を
表
す
、
是
れ
驚
く
可
き
こ
と
な
り
、
吾
人
の
陸

海
軍
は
水
兵
、
兵
士
と
し
て
の
汝
に
対
し
、
唯
二
箇
の
意
見
を
有
す
る
の
み
「
凡

て
勇
敢
に
し
て
恰
当
な
る
人
」
是
れ
な
り
、
我
は
親
し
く
多
数
の
将
校
並
に
其
夫

人
を
知
る
が
故
に
、
我
は
我
が
言
ふ
と
こ
ろ
の
も
の
を
知
る
、
我
は
勇
敢
に
し
て

然
か
も
親
切
な
る
人
を
愛
し
、
殊
に
過
去
に
於
て
戦
ひ
今
亦
戦
ひ
つ
ゝ
あ
る
人
を

愛
す（

中
略
）

汝
等
は
既
に
得
た
る
鴨
緑
江
並
に
旅
順
口
の
大
勝
に
対
し
、
祝
賀
せ
ら
れ
ざ
る

可
か
ら
ず
我
は
将
校
兵
士
に
依
り
て
日
本
が
受
け
た
る
損
失
を
悲
み
屡
々
疑
ふ
ら

く
、
我
が
愛
す
る
子
供
又
将
校
中
に
国
家
の
為
め
に
戦
死
し
た
る
も
の
あ
る
に
あ

ら
ざ
る
や
を
。
我
は
彼
等
に
対
し
て
は
再
び
天
上
に
於
て
相
会
せ
ん
こ
と
を
希
望

し
、
残
余
の
も
の
に
対
し
て
は
武
運
目
出
度
勝
利
を
齎
ら
し
て
恙
な
く
帰
来
せ
ん

こ
と
を
希
望
す
。
汝
等
の
中
苟
く
も
聖
書
を
有
す
る
も
の
は
、
詩
篇
第
九
十
一
篇

及
ひ
百
七
篇
を
読
み
、
身
心
二
つ
な
が
ら
之
を
上
帝
の
保
護
に
委
す
可
し
、
上
帝

は
汝
等
の
身
辺
に
あ
り
、
彼
を
信
頼
す
る
も
の
ゝ
祈
り
を
聞
き
玉
ふ
、
彼
は
天
地

万
物
の
造
主
に
し
て
彼
の
心
は
母
の
そ
れ
に
よ
く
似
た
り
「
我
が
子
よ
汝
の
心
を

我
に
与
へ
よ
」
と
い
ふ

我
が
大
準
備
成
る
の
日
、
汝
等
は
再
び
日
本
に
帰
来
し
、
正
当
な
る
勝
利
の
結

果
を
楽
み
つ
ゝ
あ
ら
ん
こ
と
を
希
望
す
神
よ
常
に
汝
等
を
守
り
玉
へ
。
我
が
愛
す

る
子
供
等
よ

汝
等
の
愛
す
る

エ
ム
、
マ
ク
リ
ー
ン
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三

マ
ク
リ
ー
ン
女
史
の
無
縁
墓
の
帰
趨

「
日
本
水
兵
の
母
」
と
し
て
、
海
軍
関
係
者
に
愛
さ
れ
、
ま
た
明
治
末
期
の
日

本
に
お
い
て
こ
れ
ほ
ど
認
知
さ
れ
た
マ
ク
リ
ー
ン
女
史
の
墓
が
、
長
い
年
月
の
う

ち
に
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
。お
そ
ら
く
子
孫
も
お
ら
ず
、

日
本
か
ら
も
旧
海
軍
関
係
者
が
世
を
去
る
に
従
っ
て
、
マ
ク
リ
ー
ン
女
史
の
記
憶

も
風
化
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
在
英
大
使
館
や
墓
地
管
理
人
の
尽
力
に
よ
り
、
令
和
三

（
二
〇
二
一
）
年
に
至
っ
て
、
マ
ク
リ
ー
ン
女
史
の
関
係
者
に
連
絡
を
と
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
墓
は
撤
去
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ

た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
墓
地
管
理
人
の
さ
ら
な
る
厚
意
に
よ
り
、
在
英
大
使
館
を

通
じ
、
外
交
史
料
館
所
蔵
の
マ
ク
リ
ー
ン
女
史
関
係
史
料
（
先
述
の
叙
勲
関
係
記

録
）
を
ロ
ン
ド
ン
の
地
元
ア
ー
カ
イ
ブ
に
登
録
し
た
い
と
の
申
し
出
を
受
け
、
目

下
調
整
中
で
あ
る
。
日
英
交
流
の
草
の
根
と
し
て
活
動
し
た
マ
ク
リ
ー
ン
女
史
の

墓
は
守
ら
れ
、
再
び
こ
こ
に
日
の
目
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
件
で
ロ
ン
ド
ン

の
郊
外
に
た
た
ず
む
無
縁
墓
を
救
済
す
る
に
至
っ
た
の
は
、英
国
に
墓
が
残
さ
れ
、

墓
に
情
報
が
残
さ
れ
、
外
交
史
料
館
に
関
係
史
料
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
条
件
が

そ
ろ
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
が
ひ
と
つ
で
も
欠
け
て
い
れ
ば
そ

の
よ
う
に
事
は
運
ば
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
日
英
交
流
の
一
場
面
を
地
下
深
く

埋
も
れ
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
改
め
て
、
記
録
を

残
す
こ
と
の
重
要
性
を
思
っ
て
身
が
引
き
締
ま
る
。
そ
し
て
こ
の
機
会
に
、
百
年

以
上
前
に
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
マ
ク
リ
ー
ン
女
史
が
示
し
た
日
本
人
に
対
す
る
厚
誼

を
謝
し
つ
つ
、
こ
の
墓
が
再
び
無
縁
状
態
に
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
後
世
へ
と

記
憶
を
残
す
べ
く
、
事
実
関
係
を
記
録
し
て
お
こ
う
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。

無
縁
墓
へ
の
対
応
に
あ
た
っ
た
墓
の
管
理
人
、
在
英
国
大
使
館
の
職
員
、
外
交

史
料
館
に
て
史
料
の
読
解
を
支
援
し
て
く
れ
た
職
員
な
ど
、
本
件
の
全
て
の
関
係

者
の
尽
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

（
文
責

濵
田
）

注（
１
）国
立
公
文
書
館
所
蔵「
叙
勲
裁
可
書
・
明
治
三
十
五
年
・
叙
勲
巻
六

外
国
人
二
」
（
ア

ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド"

�����������

）

（
２
）
外
務
省
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
外
務
省
の
百
年
』
下
巻
（
原
書
房
、
一
九
六
九
年
）

Q����

,
FJLP�*UPIl5

IF�+BQBOFTF�$
PN
N
VOJUZ�JO�1SF�8

BS�#
SJUBJO�'SPN

�

*OUFHSBUJPO�UP�%
JTJOUFHSBUJPOz

（『
戦
前
の
英
国
に
お
け
る
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィā

形
成
か
ら
分
裂
へ
』）Q��

（
４
）『
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
』
第
一
二
巻
（
財
政
経
済
学
会
、
一
九
三
六
年
）Q���

及

びQ���

（
５
）
外
務
省
記
録
「
各
国
元
首
及
皇
族
慶
賀
雑
件
英
国
之
部
「
エ
ド
ワ
ー
ド
」
第
七
世

戴
冠
式
挙
行
之
部
」（������������

）
や
、
外
務
省
記
録
「
回
漕
碇
泊
関
係
雑
件
」

第
一
巻
（�������

）
な
ど
。
な
お
後
者
に
「
浅
間
高
砂
両
艦
英
国
へ
派
遣
の
際
各
港

に
て
受
け
た
る
厚
意
に
対
し
海
軍
大
臣
よ
り
謝
意
申
入
の
件
」
と
い
う
項
目
が
あ
る

が
、
文
書
中
に
マ
ク
リ
ー
ン
の
名
前
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
３
）
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（
６
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
遣
英
軍
艦
浅
間
英
国
回
航

記
事
第
八
回
報
告
」（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド

$
�����������

）

（
７
）
例
え
ば
小
笠
原
長
生
『
随
筆

春
う
ら
ら
か
』（
実
業
之
日
本
社
、一
九
三
一
年
）、『
英

皇
戴
冠
式
参
列
渡
英
日
録
』（
軍
事
教
育
会
、
一
九
〇
三
年
）
に
マ
ク
リ
ー
ン
女
史

の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

（
８
）
原
田
助
『
信
仰
と
理
想
』（
警
醒
社
、
一
九
〇
九
年
）。
原
田
助
は
、
後
年
在
バ
チ
カ

ン
大
使
や
イ
タ
リ
ア
大
使
を
務
め
た
原
田
健
の
父
。
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